
費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 平取北

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６５７，３００ 千円

年 効 用 ② ６８，３５３ 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ６，９０９ 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３０ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５９７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，１３８，０３２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．７３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 ３５，２３０ ほ場の排水改良等による単収
の増加 の増加や転作作物の面積拡大

対象作物；水稲、小麦、甜菜
トマト

営農経費の節減 営農経費節減効果 １２，２６９ ほ場の大区画化、農道の改修
による労働時間の短縮や機械
経費の節減
対象作物；水稲、小麦、甜菜

維持管理費節減効果 ７，５１１ 用排水施設、農道の改修等に
よる施設の維持管理費の節減
対象施設；揚水機場、用水路
排水路、道路

施設更新による 更新効果 １３，３４３ 老朽化施設の更新による従前
従前の農業生産 の機能の維持
の維持 対象施設；用水路、排水路、

道路

地域の生活環境
の保全・向上

計 ６８，３５３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 ほたるの里

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ９７６，５００ 千円

年 効 用 ② ８０，７５３ 千円

廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４２ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６３１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，２７９，７６２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 ２２，１９５ ほ場の排水改良等による単収
の増加 の増加や転作作物の面積拡大

対象作物；水稲、大豆、アス
パラ、メロン、トマト

営農経費の節減 営農経費節減効果 ４７，４１６ ほ場の大区画化による労働時
間の短縮や機械経費の節減
対象作物；水稲、大豆

維持管理費節減効果 ５，０９２ 用排水施設の改修等による施
設の維持管理費の節減
対象施設；用水路、排水路

施設更新による 更新効果 ６，０５０ 老朽化施設の更新による従前
従前の農業生産 の機能の維持
の維持 対象施設；用水路、排水路

地域の生活環境
の保全・向上

計 ８０，７３５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 三 谷

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，５８８，８３４千円

年 効 用 ② １６０，１６６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ３６，９３２千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４３ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０４
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３，１４０，９６５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 ２１，０８０ ほ場の排水改良等による単収
の増加 の増加や転作作物の面積拡大

対象作物；水稲、小麦、大豆
スイカ、そば、メロン

営農経費の節減 営農経費節減効果 ４１，０６１ ほ場の大区画化による労働時
間の短縮や機械経費の節減
対象作物；水稲

維持管理費節減効果 ３５，１５７ 用排水施設の改修等による施
設の維持管理費の節減
対象施設；用水路、排水路

施設更新による 更新効果 ４０，８５７ 老朽化施設の更新による従前
従前の農業生産 の機能の維持
の維持 対象施設；用水路、排水路

地域の生活環境 洪水被害軽減効果 ７５１ 計画地域及び下流域で生じて
の保全・向上 いた洪水被害の防止又は軽減

公共施設保全効果 ３，４７２ 事業に伴う補償工事により地
域の利便性が向上や施設機能
の保全向上

河川流況安定効果 １７，７８８ 水源開発により河川への還元
水の増加が河川流況を安定

計 １６０，１６６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 岩手県 地区名 中居

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８７９，８２０千円

年 効 用 ② ５１，８２３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，０２２，１５０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

ほ場整備、用水改良による作付増減及び農作物の生産量 作物生産効果 １１，０７０
単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、紫アスパラ等

品質向上効果

ほ場の大区画化による労働時間の短縮や営農経費の節減 営農経費削減効果 ２５，８８５
機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆等

ほ場整備、用水改良による維持管理費の維持管理費節減効果 ７，９５３
節減

対象施設：ほ場整備、農業用用排水

営農に係る走行経費
節減効果

老朽化した施設の更新による従前の農業施設更新による 更新効果 ４，９１７
生産の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路、耕作道の維持

町道創設地域の生活環境 生活環境整備効果 ２５６
の保全・向上

埋蔵文化財地域の資産の保 埋文発見効果 １，７４２
全

計 ５１，８２３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 茨城県 地区名 十王

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５０２，１００千円

年 効 用 ② ４０，８２８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０５９７

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６８３，８８６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用排水改良による単収の増加、作付面農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２，５８５
積の増加の増加
対象作物：ﾀﾞｲｺﾝ、ｷｭｳﾘ、ﾈｷﾞ、水稲

ほ場整備等による機械の利用効率の向営農経費の節減 営農経費節減効果 １５，５９４
上、用排水改良に伴う水管理の合理化
対象作物：ﾀﾞｲｺﾝ、ｷｭｳﾘ、ﾈｷﾞ、水稲

用排水施設等の整備に伴う施設の維持維持管理費節減効果 ４，０８３
管理費の節減
対象施設：用水路、農道、ため池

農道整備により資材や農産物の輸送速営農に係る走行経費 １，３４６
度向上、車種変換による効果節減効果

老朽化した施設の更新による従前の農施設更新による 更新効果 ２，５２３
業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、農道の維持

防災整備による耕地流亡防止、浸水防施設更新による 災害防止効果 １，８２９
止効果災害防止

農道整備による一般交通の走行速度向地域の生活環境 一般交通等経費節減 ６，６０３
上効果の保全・向上 効果

ほ場整備等により地域資産の保全が図地域資産保全・向上 ６，２６５
られる効果効果

計 ４０，８２８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 栃木県 地区名 荒川清流

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，３０２，５００千円

年 効 用 ② １０１，２９４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，９７８，３９８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

ほ場整備と用排水整備による単収の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３２，１１９
増加の増加

ｿﾊﾞ対象作物：水稲、大豆、ﾄﾏﾄ、

農道整備による荷傷の防止効果品 質 向 上 効 果 ９４８
対象作物：なす、大根、春菊

ほ場整備による営農時間の短縮が図営農経費の節減 営農経費節減効果 ４１，７７８
られる効果

ｿﾊﾞ対象作物：水稲、大豆、ﾄﾏﾄ、

用排水路等の改修による維持管理費維持管理費節減効果 ４，８４８
の節減
対象施設：用排水路、農道

農道整備により資材や農産物の輸送営農に係る走行経費 ５，４９９
速度向上、車種変換による効果節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １１，７８６
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路、農道の維持

水路の石積み護岸による景観等の保地域の生活環境 景 観 保 全 効 果 ２，９２１
全が図られる効果の保全・向上

そ の 他 １，３９５

計 １０１，２９４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 静岡県 地区名 奥大井

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３２０，０００千円

年 効 用 ② ２８，５７７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５０１，３５１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用水路等整備による営農経費の節減営農経費の節減 営農経費節減効果 ７，１６３
対象作物：茶

排水路等の整備による維持管理費の維持管理費節減効果 ７８８
節減
対象施設：排水路、用水路、農道

農道整備により資材や農産物の輸送営農に係る走行経費 １９，８０２
速度向上による効果節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ８２４
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路の維持

計 ２８，５７７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 新潟県 地区名 棚広

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３８９，７９０千円

年 効 用 ② ２４，２２２千円

廃 用 損 失 額 ③ － 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ ４１年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１６ 総合耐用年数に応じた効用か
建設利息率） ら総便益を算定するための係

数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４６９，４１９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

ほ場整備に伴う用排水路の整備及び乾農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３４５
田化等による単収の増加及び作付の増の増加
減
対象作物：水稲、大豆

区画の大型化や農地集積、道水路整備営農経費の節減 営農経費節減効果 １５，５７３
による労働時間の短縮や機械経費の節
減
対象作物：水稲、大豆、大根

用排水施設等の改修、統廃合に伴う施維持管理費節減効果 ５７２
設の維持管理費の節減
対象施設：用水路

農道の改良による農作物等の輸送及び営農に係る走行経費 ２，７７４
通作に係る輸送経費及び走行経費の節節 減 効 果
減

老朽化した施設の更新による従前の機施設更新による 更 新 効 果 ４，８９１
能の維持従前の農業生産
対象施設：用水路の維持

国土調査がなされていないため、本事地域生活環境の 地 籍 確 定 効 果 ６７
業の確定測量により地籍が確定する保全・向上

計 ２４，２２２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 新潟県 地区名 阿賀左岸

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２５７，０００千円

年 効 用 ② ２１，６７４千円

廃 用 損 失 額 ③ ５，６５３千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ ３６年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３９ 総合耐用年数に応じた効用か
建設利息率） ら総便益を算定するための係

数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３９６，４６２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

ほ場整備に伴う用排水路の整備及び乾農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，９０９
田化等による単収の増加及び作付の増の増加
減
対象作物：水稲、大豆

区画の大型化や農地集積、道水路整備営農経費の節減 営農経費節減効果 ２，３９３
による労働時間の短縮や機械経費の節
減
対象作物：水稲、大豆、大根

用排水施設等の改修、統廃合に伴う施維持管理費節減効果 ７，７６７
設の維持管理費の節減
対象施設：用水路

老朽化した施設の更新による従前の機施設更新による 更 新 効 果 ８，７５２
能の維持従前の農業生産
対象施設：用水路の維持

７３２ 災害発生に伴う作物、農地、施設災 害 防 止 効 果
などへの被害が軽減される効果

用排水施設を親水性等環境に配慮した地域生活環境の 水辺環境整備効果 １２１
施設にすることによる水辺環境が保保全・向上
全、創造される効果
対象施設：排水路

計 ２１，６７４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 石川県 地区名 吉岡

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２７２，７００千円

年 効 用 ② １５，８８３千円

廃 用 損 失 額 ③ － 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ ３７年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３９ 総合耐用年数に応じた効用か
建設利息率） ら総便益を算定するための係

数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２９４，６７５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

ほ場整備に伴う用排水路の整備等によ農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４５３
る単収の増加及び作付の増減の増加
対象作物：水稲、大豆、そば

区画の大型化や農地集積、道水路整備営農経費の節減 営農経費節減効果 ６，６５９
による労働時間の短縮や機械経費の節
減
対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修、統廃合に伴う施維持管理費節減効果 ２００
設の維持管理費の節減
対象施設：用排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の機施設更新による 更 新 効 果 ８，１１９
能の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路の維持

国土調査がなされていないため、本事地域生活環境の 地 籍 確 定 効 果 １３２
業の確定測量により地籍が確定する保全・向上

用排水施設を親水性等環境に配慮した水 辺環境整備効果 ３２０
施設にすることによる水辺環境が保
全、創造される効果
対象施設：排水路

計 １５，８８３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 石川県 地区名 柳田西部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ９９７，９００千円

年 効 用 ② ６５，１７１千円

廃 用 損 失 額 ③ ４６，６３１千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ ３３年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７２ 総合耐用年数に応じた効用か
建設利息率） ら総便益を算定するための係

数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，０９２，７２２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

ほ場整備に伴う用排水路の整備等によ農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，７８７
る単収の増加及び作付の増減の増加
対象作物：水稲、大豆

区画の大型化や農地集積、道水路整備営農経費の節減 営農経費節減効果 ４０，００２
による労働時間の短縮や機械経費の節
減
対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修、統廃合に伴う施維持管理費節減効果 １，４０４
設の維持管理費の節減
対象施設：用排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の機施設更新による 更 新 効 果 ２０，１２５
能の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路の維持

国土調査がなされていないため、本事地域生活環境の 地 籍 確 定 効 果 ６２９
業の確定測量により地籍が確定する保全・向上

ほ場整備の実施に伴い埋蔵文化財の文文 化 財 発 見 効 果 １，２２４
化的価値が明確になり、後世に継承さ
れる

計 ６５，１７１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 福井県 地区名 福井越前

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６３３，８０１千円

年 効 用 ② ４１，４７４千円

廃 用 損 失 額 ③ － 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ ３８年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３３ 総合耐用年数に応じた効用か
建設利息率） ら総便益を算定するための係

数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７７８，１２４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

ほ場整備の大区画化、用排水路整備の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２，５６７
水管理改良及び暗渠排水の乾田化に伴の増加
う単収の増加及び作付の増減
対象作物：水稲､大麦､大豆､すいか､な
す､
ばれいしょ､ピーマン､だいこん

農道整備に伴う荷傷み及び防塵効果に品 質 向 上 効 果 ６０７
よる農作物の品質向上
対象作物：ばれいしょ､なす､だいこん

用排水路整備の一般水管理や、暗渠排営農経費の節減 営農経費節減効果 １９，２５８
水の乾田化による労働時間の短縮や機
械経費の節減
対象作物：水稲､大麦､大豆､すいか､な
す､
ばれいしょ､ピーマン､だいこん

用排水路の改修、農道整備に伴う施設維持管理費節減効果 ４，７３４
の維持管理費の節減
対象施設：用水路、排水路、農道

農道整備による農作物等の輸送及び通営農に係る走行経費 ６０９
作に係る輸送経費及び走行経費の節減節 減 効 果

老朽化した施設の更新による従前の機施設更新による 更 新 効 果 １０，５０６
能の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路の維持

施設の新設・改良による災害被害の防災 害 防 止 効 果 ３，１２３
止及び軽減
対象施設：溜池

国土調査がなされていないため、本事地域の生活環境 地 籍 確 定 効 果 ７０
業の確定測量により地籍が確定するの保全・向上

計 ４１，４７４

費用対効果分析に関する説明資料



事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 福井県 地区名 南越前

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８０６，０８５千円

年 効 用 ② ４８，２１５千円

廃 用 損 失 額 ③ － 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ ３２年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７７ 総合耐用年数に応じた効用か
建設利息率） ら総便益を算定するための係

数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８３５，６１５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用排水路の整備及び乾田化等による単農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２，４２５
収の増加及び作付の増減の増加
対象作物：水稲、大麦、だいこん、ば
れいしょ、なす、そば

品 質 向 上 効 果 ２２９ 道路舗装による荷傷み、防塵の
軽減
対象作物：だいこん、ばれいしょ、な
す

用水路整備による労働時間の短縮や機営農経費の節減 営農経費節減効果 ２，７９０
械経費の節減
対象作物：水稲、大麦、だいこん、ば
れいしょ、なす、そば

用排水施設等の改修、統廃合に伴う施維持管理費節減効果 ７，１３１
設の維持管理費の節減
対象施設：用水路、農道

農道の改良による農作物等の輸送及び営農に係る走行経費 ３６９
通作に係る輸送経費及び走行経費の節節 減 効 果
減

老朽化した施設の更新による従前の機施設更新による 更 新 効 果 ３３，０８１
能の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、農道の維持

農道の改良による林業交通に係る走行地域生活環境の 林業に係る走行経費 ２，１９０
経費の節減保全・向上 節 減 効 果

計 ４８，２１５

費用対効果分析に関する説明資料



事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 福井県 地区名 池田郷

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７７４，９００千円

年 効 用 ② ６１，５０３千円

廃 用 損 失 額 ③ － 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ ３０年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ ０．０５９７ 総合耐用年数に応じた効用か
建設利息率） ら総便益を算定するための係

数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，０３０，２０１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

ほ場整備や用排水の整備に伴う用排水農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，８８９
路の整備及び乾田化等による単収の増の増加
加及び作付の増減
対象作物：水稲、じねんじょ、そば、
トマト

区画の大型化や農地集積、用排水路整営農経費の節減 営農経費節減効果 ５，４６３
備による労働時間の短縮や機械経費の
節減
対象作物：水稲、さといも、そば、じ
ねんじょ、だいこん、ばれいしょ、ト
マト

用排水施設等の改修、統廃合に伴う施維持管理費節減効果 ２３，６７８
設の維持管理費の節減
対象施設：用水路、排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の機施設更新による 更 新 効 果 ３０，４０９
能の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路の維持

国土調査がなされていないため、本事地域生活環境の 地 籍 確 定 効 果 ６４
業の確定測量により地籍が確定する保全・向上

計 ６１，５０３

費用対効果分析に関する説明資料



事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 滋賀県 地区名 鳥居本西部地区

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６３９，０００千円

年 効 用 ② ４４，１７５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ５，１４８千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３５年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５５３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７９３，６７６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作物生産効果 ３，２８６
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、ｷｭｳﾘ、ｷｬﾍﾞﾂ

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ３０，７８５
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆、ｷｭｳﾘ、ｷｬﾍﾞﾂ

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ４０３
施設の維持管理費の節減
対象施設：道路、用水路、排水路、

揚水機場

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更新効果 ５，０２８
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、の維持

揚水機場

公共用地等の非農用地を創設するこ地域の生活環境 非農用地創設効果 ７５５
とにより合理的かつ経済的に用地をの保全・向上
取得できる効果
対象施設：ほ場整備

埋蔵文化財が具現化され、発掘調査文化財発見効果 １８３
を行うことによりその文化財的価値
が明確になる効果
対象施設：ほ場整備、排水路

道路の改修により付け替え対象施設公共施設保全効果 ４７６
の耐用年数が増加すること等により
付随的に便益が向上する効果
対象施設：上水道施設

ほ場整備の実施により、区画が整形地積確定効果 ３，１４８
化され、地積が明確になる効果
対象施設：ほ場整備

排水路に濁水防止施設を設けること水辺環境保全効果 １１１
により、魚類等の生息環境に配慮し
た水辺環境が保全される効果
対象施設：排水路

計 ４４，１７５

費用対効果分析に関する説明資料



事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 和歌山県 地区名 日向

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，５５９，２５０千円

年 効 用 ② １０８，９１１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ５６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０４６５
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，３５５，４４４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農地開発による作付増加、土層改良農作物の生産量 作物生産効果 １００，５６７
による単収の増加
対象作物：梅

農道舗装による生産物輸送時の荷痛品質向上効果 ８，８２７
防止
対象作物：梅

施設の新設、改修に伴う維持管理費営農経費の節減 維持管理費節減効果 △１，４５１
の増加
対象施設：用排水路、揚水機、農道

農道の整備による流通に係る輸送経営農に係る走行経費 １４８
費の削減節減効果
対象施設：農道

既存施設の更新による従前の農業生施設更新による 更新効果 ８２０
産の維持従前の農業生産
対象施設：農道の維持

計 １０８，９１１

費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 島根県 地区名 大原

１．費用便益比の算定



区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 1,409,520 千円

年 効 用 ② 107,943 千円

廃 用 損 失 額 ③ － 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ 41 年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ 0.0516 総合耐用年数に応じた効用か
建設利息率） ら総便益を算定するための係

数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 2,091,918 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.48

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 36,072 千円 水路整備による単収の増加
の増加 区画整理による転作作物の面積拡

大や単収の増加
暗渠排水整備による単収の増加
対象作物：水稲、キャベツ、大
豆、白菜、ピーマン、ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ、
青刈ﾄｳﾓﾛｺｼ、イタリアン

営農経費の節減 営農経費節減効果 58,219 千円 ほ場整備、暗渠排水整備による労
働時間の短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、キャベツ、大
豆、白菜、ピーマン、ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ、
青刈ﾄｳﾓﾛｺｼ、イタリアン

維持管理費節減効果 4,466 千円 水路の改修に伴う施設維持管理費
の節減
対象施設：水路

施設更新による 更 新 効 果 9,186 千円 老朽化した施設の更新による従前
従前の農業生産 の農業生産の維持
の維持 対象施設：水路

計 107,943 千円

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 島根県 地区名 隠岐島後

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考



総 事 業 費 ① 618,135 千円

年 効 用 ② 43,287 千円

廃 用 損 失 額 ③ 5,522 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ 36 年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ 0.0546 総合耐用年数に応じた効用か
建設利息率） ら総便益を算定するための係

数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 787,280 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.27

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 7,468 千円 水路整備による単収の増加
の増加 暗渠排水整備による単収の増加

対象作物：水稲、大豆、小豆、イ
タリアン、ソルゴー

営農経費の節減 営農経費節減効果 4,423 千円 暗渠排水整備による労働時間の短
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆、小豆、イ
タリアン、ソルゴー

維持管理費節減効果 4,454 千円 用排水施設等の改修に伴う施設維
持管理費の節減
対象施設：水路、道路、ため池

営農に係る走行経費 2,353 千円 道路の改良に伴う走行時間の短縮
節減効果 による労働時間や機械経費の節減

対象輸送作物：水稲、大豆、小
豆、イタリアン、ソルゴー

施設更新による 更 新 効 果 6,871 千円 老朽化した施設の更新による従前
従前の農業生産 の農業生産の維持
の維持 対象施設：水路、道路

施設更新による 災害防止効果 14,849 千円 ため池及び排水路の改修による農
災害防止 作物、農地及び家屋等の被害防止

地域の生活環境 一般交通に係る走行 55 千円 道路改良により営農に係る走行経
の保全・向上 経費節減効果 費以外に一般交通に係る走行経費

節減

道路改良により林業通作交通及び輸送交通林業効果 2,814 千円
の走行経費節減並びに山林保育の機械化等

山林経営の合理化による経費節減

計 43,287 千円

費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 山口県 地区名 山代の郷

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考



総 事 業 費 ① 440,685 千円

年 効 用 ② 28,619 千円

廃 用 損 失 額 ③ － 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ 35 年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ 0.0543 総合耐用年数に応じた効用か
建設利息率） ら総便益を算定するための係

数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 527,053 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.19

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 6,050 千円 水路整備による単収の増加
の増加 暗渠排水整備による単収の増加

対象作物：水稲、大豆、青刈ﾄｳﾓﾛ
ｺｼ、イタリアン、ﾎｳﾚﾝｿｳ、白菜、
菊

品 質 向 上 効 果 101 農道が舗装され、荷痛みが減少す千円
ることによる農産物の品質向上
対象作物：ﾎｳﾚﾝｿｳ、ワサビ、柿、
トマト、

営農経費の節減 営農経費節減効果 571 千円 暗渠排水整備による労働時間の短
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆

維持管理費節減効果 7,934 千円 用排水施設等の改修に伴う施設維
持管理費の節減
対象施設：水路、道路

営農に係る走行経費 3,349 千円 道路の改良に伴う走行時間の短縮
節減効果 による労働時間や機械経費の節減

対象輸送作物：水稲、ﾎｳﾚﾝｿｳ、ワ
サビ、柿、トマト、栗、堆肥

施設更新による 更 新 効 果 10,614 千円 老朽化した施設の更新による従前
従前の農業生産 の農業生産の維持
の維持 対象施設：水路、道路

計 28,619 千円

費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 山口県 地区名 下関北部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考



総 事 業 費 ① 921,900 千円

年 効 用 ② 76,481 千円

廃 用 損 失 額 ③ － 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ 43 年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ 0.0497 総合耐用年数に応じた効用か
建設利息率） ら総便益を算定するための係

数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 1,538,853 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.66

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 744 千円 暗渠排水整備による単収の増加
の増加 対象作物：水稲、大豆、

品 質 向 上 効 果 532 千円 農道が舗装され、荷痛みが減少す
ることによる農産物の品質向上
対象作物：りんご、梨、桃、ぶど
う

営農経費の節減 営農経費節減効果 8,532 千円 暗渠排水整備による労働時間の短
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆

維持管理費節減効果 15,251 千円 用排水施設等の改修に伴う施設維
持管理費の節減
対象施設：水路、道路、ため池

営農に係る走行経費 180 千円 道路の改良に伴う走行時間の短縮
節減効果 による労働時間や機械経費の節減

対象輸送作物：りんご、梨、桃、
ぶどう、堆肥

施設更新による 更 新 効 果 6,804 千円 老朽化した施設の更新による従前
従前の農業生産 の農業生産の維持
の維持 対象施設：水路、道路、暗渠

施設更新による 災 害 防 止 効 果 44,438 千円 ため池の改修による農作物、農地
災害防止 及び家屋等の被害防止

計 76,481 千円

費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 徳島県 地区名 那賀川西部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 732,900 千円



年 効 用 ② 58,877 千円

廃 用 損 失 額 ③ － 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ 31 年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ 0.0583 総合耐用年数に応じた効用か
建設利息率） ら総便益を算定するための係

数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 1,009,897 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.37

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 34,507 千円 水路整備による単収の増加
の増加 区画整理による転作作物の面積拡

大や単収の増加
対象作物：水稲、大豆、キャベ
ツ、きゅうり、にんじん、ﾎｳﾚﾝｿ
ｳ、みかん、いちご、洋ラン

品 質 向 上 効 果 4,286 農道が舗装され、荷痛みが減少す千円
ることによる農産物の品質向上
対象作物：にんじん、みかん、な
す、ししとう

営農経費の節減 営農経費節減効果 4,549 千円 ほ場整備による労働時間の短縮や
機械経費の節減
対象作物：水稲、にんじん

維持管理費節減効果 △842 千円 用排水施設等の改修に伴う施設維
持管理費の増減
対象施設：水路、道路、揚水機

営農に係る走行経費 15,327 千円 道路の改良に伴う走行時間の短縮
節減効果 による労働時間や機械経費の節減

対象輸送作物：水稲、にんじん、
みかん、いちご、なす、ししとう

施設更新による 更 新 効 果 1,050 千円 老朽化した施設の更新による従前
従前の農業生産 の農業生産の維持
の維持 対象施設：水路、道路

計 58,877 千円

費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 福岡県 地区名 新星野

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考



総 事 業 費 ① １，２７１，６３０千円

年 効 用 ② ９４，６０２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４５年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６５２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，４５０，９９９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農地造成による作付面積増加農作物の生産量 作物生産効果 ３５，４３２
対象作物：茶の増加

農道の舗装による作物損傷等の軽減品質向上効果 １，１６９
対象作物：イチゴ、レタス、大根

ほ場条件の改善による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 １０，９１９
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆、レタス、大
根、ブロッコリー、なす、キャベツ

畦畔の改修（石積み保護工）に伴う維持管理費節減効果 １２，８６３
維持管理費の節減
対象施設：石積み畦畔

農産物の輸送及び通作に係る経費の営農に係る走行経費 １，７２５
節減節減効果
対象作物：水稲、茶、花木、大根等

老朽化した施設の更新による機能の施設更新による 更新効果 １０，１０２
継続・維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

棚田に隣接した農道の擁壁を石積み地域の生活環境 生活環境整備効果 １，１３６
とすることによる景観の保全の保全・向上
対象施設：道路

棚田石積み保護工による現景観環境景観保全効果 ２１，２５６
の維持・保全
対象施設：石積みの棚田

計 ９４，６０２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 熊本県 地区名 上益城中央２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ９１２，４５０ 千円

年 効 用 ② ５０，８７０ 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４４ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０.０５００

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １,０１７，４００千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １.１１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４，２２７
の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲､大豆、いちご、な
す、キャベツ、ソルゴ－、イタリア
ン、たばこ、ミニトマト、みかん、
栗

農道の舗装による荷痛みの防止品 質 向 上 効 果
対象作物：みかん７１

ほ場の区画整理による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ８，０４１
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲､大豆、いちご、な
す、キャベツ、ソルゴ－、イタリア
ン、たばこ、ミニトマト、みかん、
栗

施設の改良、新設による補修等の維維持管理費節減効果 １，４７９
持管理費の減
対象施設：用水路、排水路、農道、

ため池

農道の拡幅・舗装に伴う車種転換及営農に係る走行経費 ３，８１８
び走行速度の向上による輸送経費の節減効果
節減
対象作物：水稲、だいこん、茶、

さといも、いちご、栗
大豆、かき、切り枝、
きく、みかん、苗もの

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２２，９１９
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

施設の更新により、災害の発生に伴施設更新による 災 害 防 止 効 果 １０，３１５
う農業被害、公共資産の被害の防止災害防止
対象施設：ため池

計 ５０，８７０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 大分県 地区名 荻２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５，２９４，８００千円

年 効 用 ② ２６６，６７９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １，９８５千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ５２ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０.０４８７

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５，４７３，９７０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２８１，５９４ 水利が開発され、作物生産の
の増加 量的増減

対象作物：水稲､とまと、キャベツ、
いちご、花卉等

品質向上効果 ８，１６３ 農道舗装により生産物運搬の
際の損傷軽減
対象作物：いちご、とまと、キャベ
ツ、レタス等

営農経費の節減 営農経費節減効果 ９４５ 農道整備に伴う運搬距離の短
縮や大型化による労働経費の
節減
対象作物：キャベツ、そば、大根
等、飼料作物等

維持管理費節減効果 △２６，２３５ 機能維持のための維持管理費
の節減
対象施設：用水管、道路

営農に係る走行経費 １，９４０ 農産物の輸送及び通作に係る
節減効果 経費の節減

対象作物：いちご、とまと、キャベ
ツ、レタス等

施設更新による 更 新 効 果 ２７２ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持

対象施設：道路の維持

計 ２６６，６７９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 阿久根北部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １,２７３,１８０千円

年 効 用 ② ９２,２３８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０.０５６９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １,６２１,０６２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １.２７

２．年効用の総括

項 目 年効果額 効果の内容
（千円）

用排水路整備による単収の増加農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １６,８８３
対象作物：水稲,かんしょ,実えんどうの増加

農道舗装により生産物運搬時の損傷軽減品 質 向 上 効 果 １,３９５
対象作物：みかん、かんしょ,ばれいし
ょ

農道整備に伴う運搬距離の短縮や区画営農経費の節減 営農経費節減効果 ５０,７７１
整
理に伴う営農機械の大型化による営農
経
費節減 対象作物：かんしょ,実えんど
う

用排水施設の改修に伴う施設維持管理維持管理費節減効果 △４,８２７
費

農道整備に伴う農産物の輸送及び通作営農に係る走行経費 １２,９６４
に係る経費の節減 対象作物：かんし節減効果
ょ,みかん,実えんどう,そらまめ,水稲

老朽化した施設の更新による従前の農施設更新による 更 新 効 果 １２,４６６
業生産の維持 対象施設：道路,用排水従前の農業生産
路の維持

老朽化した施設の更新又は新設による災 害 防 止 効 果 ９３０
洪水被害の防止・軽減 対象施設：排水
路

農道舗装の改良による一般交通の走行地域の生活環境 一般交通量経費節減 ９７７
経費の節減の保全・向上 効果

農道改修及び新設に伴う現場発生の石農道環境整備効果 ６７９
積み再利用による景観保全効果

計 ９２,２３８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 清原

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４７３，３００千円

年 効 用 ② ２４，６５８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０４８７１

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５０６，２２０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用排水路改良に伴う作付面積の拡大や農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ８，３１８
単収増加の増加
対象作物：そらまめ，ポンカン，

区画整理に伴う営農機械大型化による営農経費の節減 営農経費節減効果 ９，９６３
営農経緯節減
対象作物：そらまめ，甘藷，ｲﾀﾘｱﾝ

排水施設の改修に伴う施設の維持管理維持管理費節減効果 △４３７
費の節減
対象施設：農道，排水路

農道改良に伴う走行速度の向上による営農に係る走行経費 ５，０５７
軽減節減効果
対象作物：甘藷，イタリアン

老朽化した施設の更新による従前の農施設更新による 更 新 効 果 ７４６
業生産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路,農道の維持

管埋設に伴う施設の更新による従前の地域の生活環境 公共施設保全効果 １５３
機能の維持の保全・向上
対象施設：農道

土砂流出防止対策を行うことによる水水辺環境整備効果 ８５８
辺環境保全
施設対象：沈砂池

小 計 ２４，６５８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 宇検

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８７２，５００千円

年 効 用 ② ４７，５３９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０５１１

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ９３０，３１３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑の用水路整備による農作物の面積拡農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２０，０９８
大や単収の増加の増加
対象作物：タンカン，サトウキビ，甘
藷，イタリアン

区画整理に伴う営農機械大型化による営農経費の節減 営農経費節減効果 １４，１４６
営農経費節減
対象作物：ｻﾄｳｷﾋﾞ,ｶﾎﾞﾁｬ

排水施設の改修に伴う施設の維持管理維持管理費節減効果 ２，３９４
費の節減
対象施設：排水路

農道整備に伴う走農産物の輸送及び通営農に係る走行経費 ６，７５６
作に係る経費の軽減節減効果
対象作物：ｻﾄｳｷﾋﾞ,ｿﾙｺﾞｰ,ｲﾀﾘｱﾝ,ｶﾎﾞﾁ
ｬ，ﾀﾝｶﾝ

老朽化した施設の更新による従前の農施設更新による 更 新 効 果 ３，７４９
業生産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路の維持

赤土流出防止対策を行うことによる水地域の生活環境 水辺環境整備効果 ３９６
辺環境ほ保全の保全・向上
対象施設：農道

小 計 ４７，５３９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 秋田 地区名 山瀬

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３００，１５０千円

年 効 用 ② １９，７８５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ４，４９９千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３１

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５８０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３３６，６２１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農業用水路整備整備による水田の水管理農作物の生産量 作物生産効果 ４，８２３
の合理化に伴う生産性の向上の増加
対象作物：水稲

用排水施設等の改修に伴う施設の維持管営農経費及び維 維持管理費節減効果 ７，６９５
理費の節減持管理費の節減
対象施設：用水路、農道

農道改修に伴う車種転換による運搬時間営農に係る走行経費 １，６５８
の短縮及び労働時間の短縮節減効果
対象施設：農道

老朽化した施設の更新による従前の農業施設更新による 更新効果 ２，１３９
生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、農道の維持

施設の改良により、作物、農用地等の被災害防止効果 ２，５２１
害の防止又は軽減

対象施設：農地防災

一般交通における通作、輸送交通の改善生活環境の整備 一般交通経費節減効 ９４９
による経費の節減果
対象施設：農道

計 １９，７８５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 群馬県 地区名 諸戸菅原

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６２０，６００千円

年 効 用 ② ３５，２４４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３７年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６５３，８７８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

ほ場整備等による単収の増加農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ９，９１６
対象作物：ｺﾝﾆｬｸ、ﾆﾗ、ﾅｽ、ﾈｷﾞの増加

ほ場整備等により営農時間の短縮が営農経費の節減 営農経費節減効果 １８，９６５
図られる効果

対象作物：ｺﾝﾆｬｸ、ﾆﾗ、ﾅｽ、ﾈｷﾞ

用水路等の改修による維持管理費の維持管理費節減効果 ２，２９１
節減

対象施設：用水路、農道

農道整備により資材や農産物の輸送営農に係る走行経費 ５４６
速度向上、車種変換による効果節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １，５４０
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路の維持

ほ場整備により地域の安全性が確保地域の生活環境 安 全 性 向 上 効 果 ８８５
される効果の保全・向上

ほ場整備により地域資産の保全が図地域資産保全・向上 １，１０１
られる効果効果

計 ３５，２４４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 群馬県 地区名 水上中央

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２１２，２００千円

年 効 用 ② １３，７２７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２４４，６８８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用水路等整備による単収の増加農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ７４８
対象作物：水稲､ｷｭｳﾘ､ﾄﾏﾄの増加

農道整備による荷傷みの防止品 質 向 上 効 果 ３０７
対象作物：ﾄﾏﾄ、ﾎｳﾚﾝｿｳ

ほ場整備等により営農時間の短縮が営農経費の節減 営農経費節減効果 ３，２０４
図られる効果
対象作物：ｷｭｳﾘ、ﾄﾏﾄ、ﾎｳﾚﾝｿｳ

用水路等の改修による維持管理費の維持管理費節減効果 ５，３３１
節減
対象施設：用水路、農道

農道整備により資材や農産物の輸送営農に係る走行経費 ２，５９６
速度向上、車種変換による効果節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ７９６
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農道、用水路の維持

農道整備による一般交通の走行速度地域の生活環境 一般交通等経費節減 ４３５
向上効果の保全・向上 効果

農道整備により交通の安全性が向上安 全 性 向 上 効 果 ３１０
する効果

計 １３，７２７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 長野県 地区名 小諸西部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４１３，７９１千円

年 効 用 ② ３１，１１０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６２０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５０１，７７４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用水路等整備による単収の増加農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，８００
対象作物：水稲、ﾚﾀｽ、はくさいの増加

農道整備による荷傷みの防止品 質 向 上 効 果 １，１２９
対象作物：ﾚﾀｽ、はくさい

農道整備により営農時間の短縮が図営農経費の節減 営農経費節減効果 １４，０３９
られる効果

対象作物：水稲、ﾚﾀｽ、はくさい

用水路等の改修による維持管理費の維持管理費節減効果 １，４０２
節減

対象施設：用水路、農道

農道整備により資材や農産物の輸送営農に係る走行経費 １，８１３
速度向上、車種変換による効果節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １０，６８１
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、農道の維持

農道整備による一般交通の走行速度地域の生活環境 一般交通等経費節減 ２４６
向上効果の保全・向上 効果

計 ３１，１１０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 福井県 地区名 美浜

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １４６，６５９千円

年 効 用 ② １０，５１９千円

廃 用 損 失 額 ③ － 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ ４１年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１６ 総合耐用年数に応じた効用か

建設利息率） ら総便益を算定するための係

数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２０３，８５７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

排水路の整備及びため池の補修による農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ５１２

単収の増加の増加

対象作物：水稲

排水路整備による労働時間の短縮営農経費の節減 営 農 経 費 節 減 効 果 １，５９５

対象作物：水稲、麦類、大豆、大根

排水施設等の改修に伴う施設の維持管維持管理費節減効果 １，５８７

理費の節減

対象施設：排水路

老朽化した施設の更新による従前の機施設更新による 更 新 効 果 ３，８３８

能従前の農業生産

の維持の維持

対象施設：排水路

施設の新設・改良による災害被害の防被 害 防 止 効 果 ２，９８７
止及び軽減

対象施設：ため池

計 １０，５１９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 福井県 地区名 名田庄

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６８，７２５千円

年 効 用 ② ６，０２４千円

廃 用 損 失 額 ③ － 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ ２４年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ ０．０６７３ 総合耐用年数に応じた効用から

建設利息率） 総便益を算定するための係数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８９，５１０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

排水路整備の水管理改良及び暗渠排水農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，０５８

の乾田化に伴う単収の増加及び作付のの増加

増減

対象作物：水稲､大麦､きゅうり､なす､

自然薯､そば､だいこん

品 質 向 上 効 果 農道整備に伴う荷傷み及び防塵効２６５
果による農作物の品質向上

対象作物：きゅうり､なす､だいこ

ん

排水路整備の一般水管理や、暗渠排水営農経費の節減 営 農 経 費 節 減 効 果 ２，６３７

の乾田化による労働時間の短縮や機械

経費の節減

対象作物：水稲､大麦､きゅうり､そば､

だいこん

排水路の改修、農道整備に伴う施設の維持管理費節減効果 １，８５３

維持管理費の節減

対象施設：排水路、農道

農道整備による農作物等の輸送及び通営農に係る走行経費 ２１１

作に係る輸送経費及び走行経費の節減節 減 効 果

老朽化した施設の更新による従前の機施設更新による 更 新 効 果 １７１

能の維持従前の農業生産

対象施設：排水路、農道の維持

計 ６，０２４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 兵庫 地区名 新宮

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 692,415 千円

年 効 用 ② 50,442 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 4,366 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 29 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ 0.0608
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 825,272 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.19

２．年効用の総括

項 目 年効果額 効果の内容
（千円）

区画整理、水路の改修による作付単収の増加農作物の生産 作物生産効果 1,713
対象作物:水稲、大豆、きゅうり、いちご、小麦量の増加

農道舗装による荷痛みの軽減品質向上効果 413
対象作物:きゅうり、いちご、なす、だいこん

中型機械化による営農労力の軽減営農経費減効果 21,283
対象作物:水稲、大豆、きゅうり、いちご、小麦

営農経費の節
用水施設等の改修に伴う施設の維持管理費の節減減 維持管理費節費減効果 14,313
対象施設:用水路、農道

農道舗装による営農に係わる走行経費の節減営農に係わる走行経費 3,111
対象:軽トラックによる1次輸送、通作交通節減効果

老朽化した施設更新による従前の農業生産の維持施設更新によ 更新効果 6,283
対象施設:用水路、農道(敷砂利)る従前の農業

生産の維持

農道舗装による一般交通等走行経費の節減地域の生活環 一般交通等経費節減効 3,219
対象:二輪、軽四、普通車、軽トラ、2tトラック境の保全・向 果

上
水路の一部を魚類等の生息環境に配慮した石積み水辺環境整備効果 107
水路とすることによる水辺環境の保全

対象施設:用水路

計 50,442



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 兵庫 地区名 佐用

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３５９，５８１ 千円

年 効 用 ② ３６，６６２ 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ７６５ 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １７ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０８４３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４３４，１３４ 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２０

２．年効用の総括

項 目 年効果額 効果の内容
（千円）

農作物の生産量の増加 作物生産効果 水路の改修による転作作物の拡大及び単収の２９５
増加
対象作物：水稲，なす，トマト､黒大豆

品質向上効果 農道舗装による荷痛みの軽減２０１
対象作物：すいか，なす，トマト，きゅうり

営農経費の節減 維持管理費節減効 水路の改修，農道舗装に伴う維持管理費の節６，６８９
果 減

対象施設：用排水路、農道

営農に係る走行経 農道舗装による走行速度の変化に伴う走行経２５，００４
費節減効果 費の節減

対象施設：農道

施設更新による従前の 更新効果 老朽化した施設の更新による従前の農業生産３，６２４
農業生産の維持 の維持

対象施設：用排水路

地域の生活環境の保全 水辺環境整備効果 小動物の水路からの脱出に配慮した施設を設４０
・向上 置することによる水辺環境の保全

対象施設：用水路

地域排水効果 水路の整備に伴う農作物，一般施設等の湛・８０９
冠水被害の防止
対象施設：排水路

３６，６６２計



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 兵庫 地区名 江井大石

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３２２，１９０ 千円

年 効 用 ② １９，５７４ 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３５ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３５
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３６５，８６９ 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１３

２．年効用の総括

項 目 年効果額 効果の内容
（千円）

農作物の生産量の増加 作物生産効果 区画整理、水路の改修による作付単収の増加３，５０７
対象作物：水稲、玉ねぎ、レタス、飼料作物

品質向上効果 農道舗装による荷痛みの軽減１６４
対象作物：玉ねぎ、レタス

営農経費の節減 営農経費節減効果 中型機械化による営農労力の軽減１４，７６５
対象作物：水稲、玉ねぎ、レタス、飼料作物

維持管理費節減効 用排水施設等の改修に伴う施設の維持管理費１３８
果 の節減

対象施設：用水路、排水路、農道

地域の生活環境の保全 非農用地等創設効 区画整理にともなう公共非農用地の創設８６３
・向上 果 対象施設：公共非農用地

地積確定効果 区画整理にともなう地積の確定１３７
対象施設：区画整理

１９，５７４計



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 山口県 地区名 楠

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 143,862 千円

年 効 用 ② 9,854 千円

廃 用 損 失 額 ③ － 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ 35 年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ 0.0546 総合耐用年数に応じた効用か

建設利息率） ら総便益を算定するための係

数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 180,476 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.25

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 523 千円 水路整備による単収の増加

の増加 区画整理による転作作物の面積拡

大や単収の増加

暗渠排水整備による単収の増加

対象作物：水稲、大豆、なす、

麦、きゅうり

営農経費の節減 営 農 経 費 節 減 効 果 6,172 千円 ほ場整備、暗渠排水整備による労

働時間の短縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、麦、大豆、きゅ

うり

維持管理費節減効果 2,295 千円 用排水施設等の改修に伴う施設維

持管理費の節減

対象施設：水路、道路

施設更新による 更 新 効 果 864 千円 老朽化した施設の更新による従前

従前の農業生産 の農業生産の維持

の維持 対象施設：水路、道路

計 9,854 千円



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 東桜島

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５０６，０００千円

年 効 用 ② ３５，９５４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０６３８

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５６３，５４２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用排水路改良に伴う作付面積の拡大や農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，１５１
単収増加の増加
対象作物：ﾐｶﾝ，ﾋﾞﾜ

給水栓の整備による労働時間の短縮や営農経費の節減 営農経費節減効果 １，９４１
機械経費の節減

対象作物：ﾐｶﾝ，ﾋﾞﾜ

排水施設の改修に伴う施設の維持管理維持管理費節減効果 △２５６
費の節減

対象施設：排水路

農道改良に伴う走行速度の向上による営農に係る走行経費 １６，５０４
軽減節減効果
対象作物：ﾐｶﾝ,ﾋﾞﾜ,大根,ﾈｷﾞ

老朽化した施設の更新による従前の農施設更新による 更 新 効 果 ７，５９４
業生産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路,農道の維持

排水路整備に伴う地域被害額の軽減災 害 防 止 効 果 ７，２３１
対象施設：農地，農業用施設等

農道改良に伴う走行速度の向上による地域の生活環境 一般交通等経費節 １，７８９
軽減の保全・向上 減効果
対象施設：農道

小 計 ３５，９５４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 沖縄 地区名 石垣西部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５４４，７９４千円

年 効 用 ② ４３，３２８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２５年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６６５
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６５１，５４９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農業用用排水施設整備、農用地の改良農作物の生産量 作物生産効果 ５，３２４
･保全整備により作物の単収が増加の増加
対象作物：さとうきび･牧草･ﾏﾝｺﾞｰ

道路改良により、荷痛みの軽減・防塵品質向上効果 ２，１５８
により生産物の品質が向上

対象作物：かぼちゃ･葉たばこ

農業用用排水施設整備(ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ)によ営農経費の節減 営農経費節減効果 ２，１０８
り、農家の散水に係る労働経費の節減

対象施設：用水路

農道整備により、農道の維持管理費の維持管理費節減効果 １６，１９４
節減

対象施設：用水路、道路

農道整備により、走行速度の上昇･車営農に係る走行経費 ６，７００
種の変更による農業輸送・通作輸送の節減効果
経費が節減

対象施設：道路

既設の農道の改良による従前の農業生施設更新による 更新効果 ２，８４３
産の維持従前の農業生産
対象施設：道路の維持



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農用地の改良･保全に伴う、排水路の施設更新による 災害防止効果 ６，３１７
設置による耕土の流出や災害を防止災害防止
対象施設：排水路

排水路・沈砂池・小動物保護側溝の設地域生活環境の 環境保全効果 １，６８４
置により、耕土の流出軽減による周辺保全・向上
海域の保全、小動物保護による周辺環

境への保全効果

計 ４３，３２８


